第７９課　　　霊的な遺産を子孫に　(創49:1～33)
　　私たちは子孫に必ず正しい知識（ホセ4:1～6）と霊的な祝福を教えなければなりません。小、中、高、大学生、青年にキリストの奥義と祈りの力を教えなければなりません。
１．祈る親
（１）霊的な力を持っていたヤコブ
　　　①創28:10～24　　　　　　　　　　②創32:23～32
（２）祈る親に神様の祝福があります
　　　①創9:25～27　　　　　　　　　　 ②創49:1～33
（３）子どもに霊的な祝福を伝えなければ
　　　①祭司エリ　　　②サウル王　　　　③ユダヤ民族
２．契約を必ず伝えなければなりません
（１）創49:29～32
（２）必ず成就された神様の契約（ヘブ11:1～38）
３．創世記に現れた契約の中心
（１）召された者の奥義（創12:1～6）
（２）子孫に対する契約（創22:1～13）
（３）現場に対する神様の力（創13:18～14:14、26:10～22、32:23～30、39:1～6）
（４）世界宣教に対するビジョン（創12:1～6）
